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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〔狙い〕
・CASEを通じて、商標や不正競争に関して問題となるポイントを理解する。

〔説明〕
・最初にCASEを学生に読んでもらい、内容を確認するとともに、最後にもう一度振り返る。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〔狙い〕
・ブランディングと商標についての概要を理解する。

〔説明〕
・新しい商品やサービスに関係するデザインを行う際には、その商品やサービスの「顔」として、どのような商標を用いればよいのかという選択を迫られることが多いはずである。そこで、以下では、商標に関係する法的問題についての説明を行う。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〔狙い〕
・商標の持つ機能について理解する。

〔説明〕
・商標は自他商品・役務識別機能を有する。
・この機能から3つの機能が派生すると言われている。
①出所表示機能：同一の商標が使用される商品・役務の出所が同一であることを示す機能。
②品質保証機能：同一の商標が使用される商品・役務の品質が同一であることを示す機能。
③宣伝広告機能：商標が多く使用されることにより、需要者に記憶され、商品・役務の需要を拡大・喚起する機能。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〔狙い〕
・商標法の保護対象について理解する。
・意匠法との違いを理解する。

〔説明〕
・学生に、自身のデザインの中のどのような要素が商標になり得るかを検討させるのもよい。
・2014年の法改正等で「商標」は音声や動き、ホログラムといったものも新たに保護対象となった。外国では、このほかに匂いを保護する国もある。

（条文：商標法2条1項）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〔狙い〕
・商標登録例を見る。

〔説明〕
・例示のうち、特徴的なものとして、立体商標がある。3次元の立体形状についても、当該立体形状を商標として使用した結果、出所表示機能を有するに至った場合には、商標登録を受けることができる。立体商標として登録が認められた例としては、コカコーラの瓶（商標登録第5225619号）、ホンダのスーパーカブ（商標登録第5674666号）、ペコちゃん人形（商標登録第4157614号）などがある。学生の専門に合わせて適宜選択すること。
・様々な商標があるなかで、例示のほかにどのようなものがあるかを学生に考えさせるのもよい。
・また、地域団体商標に言及することも考えられる。いわゆる「地域おこし」や「まちづくり」との関係で、地域産品のブランディングの重要性が増している。地域団体商標は、「地域の名前＋商品・サービスの名前」から構成される。

（条文：商標法2条1項、7条の2）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〔狙い〕
・商標の分類について理解する。

〔説明〕
・前のスライドとあわせて説明する。

（条文：商標法2条1項、7条の2）


Lo
U

6-02 P

=l . DERE

#1 LW 1 T DEIZRDH)

B = ER RO S LEIR

BEDHNSIRDEE

THA > ORWEEBI OIS TS U T2 RIXEV 2B FAEEAESIE DAGESDTE D 75 (CR T D IREHT
(PR 284 H53F/T EE A EEIE S E I REAE A TT)

11


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〔狙い〕
・新しいタイプの商標登録例を見る。

〔説明〕
・新しいタイプの商標として近時導入されたものとして様々なものがある。
・学生に、自分たちが商品を区別するときに何を基準にしているか、考えさせるのもよい。

（条文：商標法2条1項、7条の2）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〔狙い〕
・新しいタイプの商標の分類について理解する。

〔説明〕
・前のスライドとあわせて説明する。

（条文：商標法2条1項、7条の2）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〔狙い〕
・商標登録を受けるための流れを理解する。

〔説明〕
・特許権や意匠権と同様に、商標権を取得するためには、特許庁に商標登録の出願を行わなければならない。
・商標登録を受けようとする際には、当該商標とともに、その商標を使用する商品又はサービスを指定する必要がある（「指定商品」又は「指定役務」）。
・詳細な手続きについては省略するとよい。

（条文：商標法3条等）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〔狙い〕
・商標権の効力について、概念を理解する。

〔説明〕
・商標権者は、指定商品または指定役務について登録商標を独占的に使用できるとともに、第三者が、自己の商標と類似する商標を用いたり、指定商品・役務と類似する商品・役務に同一または類似の商標を用いたりすることを禁止できる。

（条文：商標法25条、37条）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〔狙い〕
・商標権は、不使用が続くと権利を喪失してしまう場合があることを理解する。

〔説明〕
・商標としてのデザインは、使用されて、信用を蓄積・維持していく限りにおいて保護されるということを理解しておく。

（条文：商標法50条）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〔狙い〕
・商標登録をしていなくても、商品等表示として不正競争防止法により保護される場合があることを理解する。

〔説明〕
・周知・著名な商品等の表示の保護は、商標法と同様に標章に化体された営業上の信用を保護するものである。商標のように、商標登録出願をしなくても、一定限度保護してもらえること（逆に、商標登録されていない他人の商品等表示を、勝手に使用してはいけない場合があること）を学生に伝えておく。
・特許法・商標法等は知的財産に権利を付与することで保護を図るのに対し、不正競争防止法は知的財産の一定の利用行為を不正競争行為と捉えて規制している。
・不正競争行為によって営業上の利益を侵害されまたは侵害されるおそれのある者はその行為の差止めを請求することができ、故意または過失による不正競争によって営業上の利益を侵害された者は損害賠償を請求することができる。

（条文：不正競争防止法2条1項1号・2号、3条、4条）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〔狙い〕
・他者の信用や信頼を害する場面として、品質誤認や営業誹謗（信用毀損）について理解する。

〔説明〕
・例えば品質誤認行為や営業誹謗行為は、不正競争行為として、不正競争防止法上規制の対象となっている。これらについては、広告デザイン等の際に、注意が必要である。

（条文：不正競争防止法2条1項14号・15号）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〔狙い〕
・ノウハウの保護について理解する。

〔説明〕
・営業秘密とは、①秘密管理性、②有用性、③非公知性の要件を満たす技術上、営業上の情報である。
・学生に、産学連携プロジェクトやコンペ等の場面で、秘密保持契約を結んだ経験がないか尋ねるとともに、そこで結んだ内容によっては、自分たちの創作したデザインの活用について、制約がかかっていることを指摘する。また、この点はパート13（契約法）で再度登場することも伝えておく。

（条文：不正競争防止法2条1項4号～10号）
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